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佐賀県立伊万里特別支援学校 

いまり 特別支援学校だより 

小学部 はってん祭に向けて～みんなで作ろう“いまりんワールド”～ 
 今年度も小学部では、はってん祭へ向けて遊び場を作成しました。新型コロナウィルス感染防止の観点か

ら、今年度は体育館にも遊び場を作成し、はってん祭に向けて学習を重ねています。今回は水族館をイメー

ジして遊び場を作成しました。 

 はってん祭の単元に入る前から子ども達は遊び場を彩る様々な飾りや看板、万国旗等を作りました。 

 今回は、子ども達が作成した様々な飾りや看板の一部を紹介します。 

 

             

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 中学部 みんなで協力して頑張っています！ 
★元気なあいさつ 健康な体！ 

夏休みを終え、元気な笑顔が戻ってきました。１学期はコロナウイルス対策のため休校が多く、何度も仕

切り直しをすることとなりました。９月になってからも台風のため休校もあり、なかなかスムーズに学校

生活に戻ることができませんでした。しかし、「はってん祭」に向けてみんなで協力して頑張っています。 

★はってん祭に向けて頑張っています！ 

普段の学習の成果を保護者様に見てもらうために、Ａ・Ｂ・Ｅ１課程のみんなは「作業学習で製作した作

業製品の販売」、Ｅ２課程のみんなは「伊万里っ子映画館～ＦＧＭ音楽会Ⅱ」の発表に向け準備や練習をし

ています。他にも「美術作品」の掲示や、「授業風景の写真」も掲示しますのでご覧ください。 

★中学部の中で最も重要学習の一つである「就業施設体験」が始まります。３年生にとって卒業してからの

進路選択をする大切な体験となります。１年生、２年生も３年生の先輩たちの姿を見て成長してくれると

思います。 

後期もいろいろな活動があります、新型コロナウイルスやインフルエンザ等に負けないように３０人の

力を合わせて健康で明るい中学部にしたいと思います。 

                             
 

 

 

 

 

 

 

・２，３年(にこにこ学級) 

みんなで水族館を作りまし 

た。イルカに鯨、かになど 

に色を塗ってラミネートを

し、切って吊しました。 

 
・１年（ふたば学級） 

かにの飾りを作りました。 

ジュースのパックを使い 

色を塗った目やはさみを 

貼ってかわいいかにさん 

になりました。 

 

 

           ・４，５年（たい 

            よう学級） 

            みんなで分担し

て大きなイルカ 

            を作りました。 

            イルカの体は指

定された色紙で

貼り、とても大

変でしたが、立

派なイルカがで

きました。 



【今後の予定】 

○１０月１１日（日）第４２回はってん祭       ○１０月１２日（月）はってん祭の振替休日 

 ※今年度「第４２回はってん祭」は、新型コロナウイルス集団感染防止対策として、本校の児童生徒及びそ 

の保護者（一家族２名まで）、職員向けにのみ実施します。どうぞご理解ご協力をお願いします。 

○１０月２６日（月）～ 中学部３年就業・施設体験   ○１１月９日（月）～ 高等部後期就業･施設体験 

 
〒848-0023 伊万里市大坪町丙1427番地 

Eﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ imaritokubetsushien@education.saga.lg.jp 
TEL ０９５５－２３－８５５４ FAX ０９５５－２０－１００５ 

高等部 自立と社会参加に向けて頑張っています！ 
７月から９月初めは、校外学習や職場社会見学、就業・施設体験など、将来に向けて、みんな精一杯に

取り組みました。９月中旬からは、はってん祭に向けて作業学習で、ものつくりを頑張っています。各グ

ループの取り組みを紹介します。 

○肢グループ：７月は、水風船のウォーターベットやビニールプールで水の感触を楽しみ、かき氷なども

作って夏を満喫しました。９月からオーブン粘土でアクセサリー、ミシンを使ってマスクケースやエコバ

ッグを作っています。はってん祭での販売学習が楽しみです。 

○知１年生：７月は、「生活力を鍛えよう」とフキンやマスク、エコバッグを作りました。エコバッグを

持って夏休みの宿題などを買いに行きました。９月は、「伊万里をＰＲしよう」と現地調査に出かけて郷

土学習をしました。特産の焼き物や梨、お祭り、カブトガニ、郷土の偉人森永太一郎さんなどを調べて発

表しました。 

○知２年生：７月は、「素敵な社会人になろう」とエコバッグや弁当袋を作りました。夏休みの宿題はエ

コバッグを持って買いに行きました。弁当袋は、就業・施設体験の時にお弁当を入れて持って行く予定で

す。９月は、「卒後の生活をイメージしよう」と工場や事業所を見学しました。 

○知３年生：７月末から８月初め、９月初めの週は、就業・施設体験に取り組みました。新たな体験先や

新しい仕事にチャレンジした人もいました。暑いなか本当によく頑張りました。この調子で希望の進路先

への切符をつかんでほしいと思います。 

 
【肢体課程 夏単元】 【知１年生郷土学習発表】 【知２年生弁当袋作り】【知３年生就業・施設体験】            

 
寄宿舎 今年も盛り上がった夏祭り（コロナ禍だからこそもりあがろう！） 

７月６日（月）に寄宿舎ハッテントンまつりを行いました。これまで保護者にも参加いただいていた夏

まつりですが、今年は感染予防対策をしながら、規模を縮小し、寄宿舎生徒及び寄宿舎指導員のみでの開

催となりました。 

夏まつりのスタッフを募集すると、なんと寄宿舎生の半数以上の１７名が希望してくれ、本番に向けて、

準備や話し合い、それぞれの役割を意欲的に頑張ってくれました。当日は、男子のかっこいい甚平やはっ

ぴ姿、女の子はかわいい浴衣姿に髪飾りで、会場が華やかになりました。「思い出写真館」では、部屋のみ

んなで笑顔の記念撮影をパシャリ。「豪華賞品！くじ引き大会！」では、開けてびっくり！面白いおもちゃ

をみんなで見せ合い、マスクの下から大きな笑い声がこぼれていました。「はってん音頭」では、ソーシャ

ルディスタンスを保ちながらも、一体感を感じる楽しい踊りとなりました。最後にスタッフの紹介があり、

名前を呼ばれ「はいっ！」と元気よく返事をする姿は、達成感でいっぱいで、みんなとてもいい表情でし

た。コロナ禍だからできないでなく、多くの話し合いの場を持ち、舎生と指導員ができることを探しなが

らの開催でした。縮小版ではありましたが、みんなの思いがいっぱい詰まった、思い出に残る夏まつりに

なりました。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


